
2011 年 3 月 11 日、三陸沖を震源に国内観測史上最大の地震が発生し、津波や火災などにより東日本の広範囲

な地域で甚大な被害が出ています。 

被災地では、震災当初より、障害者や障害者の暮す多くの施設等にも多くの被害が出ているであろうことが予

測されました。 

震災直後から数日間は被災地とは連絡の取れない情況の中、3 月 13 日、当施設と兼ねてより親交のあった宮

城県仙台市「ありのまま舎」の白江氏(全国身体障害者療護施設協議会東北ブロック会長)と、当施設長が連絡を

取りながら、被災地の状況把握に努めると同時に、九州身体障害者療護施設協議会ブロック会長日野氏を始めと

する各施設長、各関係機関と共に支援の準備を進めて参りました。 

以下に、支援に至るまでの手順及び経過を記載します。 

 

九療協 東北・関東大震災物資支援の経過手順 

2011.3.26 

 

（今回は、緊急事情によりまず県で先行し、ブロックへつないだ）①支援物資募集 

 (1) 郵送・宅配は震災から 10日間不通（現在は回復したが郵送で 14日間かかる） 

(2) 施設の車を緊急車両とし、自前で運転して輸送する。（今回は NGOと連携し、運転・

輸送を実施） 

(3) 運送会社の利用 

通常、九州から仙台往復で 10 トン車借り上げは 23 万円（今回は運送会社が輸送

ボランティア。ガソリン代は九療協から払うことを申し出た） 

 

※緊急車輛申請 

 

（手続き） 

 警察署へ事前に電話で緊急車輛申請を行うことを伝える。 

 申請書類記入、施設印にて申請 

車検証の控え添付 

 許可証交付（使用期限 1 ヶ月） 

（効果） 

 高速道路料金無料 

 ガソリンの優先供給（今回は名古屋・福井以北で供給抑制） 

 

 

(1) 何が必要か。どんな優先順位であるか。 

① 燃料 ②食料 ③医薬品 ④介護用品等 

(2) どれくらいの量が必要か。 

現実）どれくらい集まるか、運べるか（車両のサイズ） 

将来）被災地での拠点づくりが進めば分散輸送も可能 

第１次、第２次支援物資は拠点施設から、必要かつ可能な状況であれば他の施設などへ

届けるイメージだが、拠点も被災しており、現地に判断をまかせる。 

今回は中 2 日で短期募集 

１次２県、２次４県から主に集めた ３次支援待機２県へも連絡 

① 3/17～3/20（２県） ⇒ （１トン車）搬出 3/21 搬入 3/23 

② 3/21～3/24（４県） ⇒ （10 トン車）搬出 3/24 搬入 3/26 

① ブロックでの意思決定 

② 物資の輸送手段 

③ 支援物資 

収集場所の決定 

④ 現地ニーズの聞き取り 

↓ 

支援物資の選択 

※支援本部の会

長施設（高速イン

ター及び協力施

設からの位置が

良く、人的体制が

厚い。） 

※常に現地と連

絡・調整をする必

要がある。被災地

の状況は日々変

わるので 



 

【課題】 

 物資の支援は、現地搬入後保管場所を含め必要とする人々への移送分配において、

人・車・ガソリンの確保の課題を残すものである。 

 幸い各施設の状況は当初より改善されていると伺うが、大きな震災を受けた現実

をこれからも共有し、必要とされる長期的な協力を考えていきたい。 

※ 協力施設へのお礼 

※ 協力施設には途中経過情報をお伝えし、物資の追加、計画変更にも対応できる体

制と意志の疎通を図ることが大切 

 

 

 

第 1次支援物資輸送 

身障協東北ブロック 仙台（ありのまま舎）行き 

第１次支援物資搬送車（九州身体障害者療護施設協議会 ＆ ベトナム育英会）経過とスケジュール 

3 月 16 日 仙台からのメールに緊急支援実行の必要性を九療協会長・副会長で判断する。 

副会長所属のベトナム育英会（ＮＧＯ）が現地行きのボランティアを予定していたので、連携協力を決定 

3 月 17 日 第１次支援物資拠出呼びかけ（福岡２２施設・熊本１３施設） 

緊急車両許可申請（福岡県浮羽警察署） 

3 月 20 日 支援物資収集期限 

15:00 車両（１ｔトラック）熊本出発（熊本・愛隣館所有車） 

16:00 支援物資仕分け、積込み（福岡・千歳療護園）（日野・千歳療護園スタッフ、三浦・愛隣館スタッフ） 

20:00 千歳療護園出発「佐賀ベトナム育英会 代表秀嶋正孝・川原田知章(ちあき)へ引き継ぎ」 

3 月 21 日 車両九州出発 

17:30 北九州よりフェリーにて大阪港へ 

3 月 22 日  

5:30 大阪着 

陸路（東名高速）で東京へ 

19:00 東京から東北自動車道・国道４号線などで仙台へ向かう 

3 月 23 日  

7:00 仙台入りをめざす 

9:00 仙台「太白ありのまま舎」着予定 

☆１t トラックは、現地での輸送手段のため、ありのまま舎に当面使ってもらう 

3 月 25 日 ☆秀嶋・川原田は可能な手段とルート（バス・ＪＲ・空路）にて帰路に就く 

① 仙台発 →（高速バス）東京 →（飛行機）福岡又は佐賀 

② 仙台発 →（高速バス）新潟 →（飛行機）福岡 

③ 仙台発 →（バス）山形 →（飛行機）大阪 →（飛行機）福岡 

☆夜までに福岡着をめざす 

 

 

 

 

 

 

⑤ 支援物資募集 

⑥ 支援物資優先確認・輸送 

※各施設からの

問い合わせ対応 

※リスト化、ビニ

ール梱包 



目的地 東北ブロック緊急連絡先 

太白ありのまま舎（宮城県）                    

〒982-0252                 

宮城県仙台市太白区茂庭台 2-15-30          

TEL：022-281-1200 FAX：022-281-1555    

白江 浩（東北ブロック会長・ありのまま舎常務理事） 

すげさわの丘（山形県） 

〒990-2367 

山形県山形市すげさわの丘 727-47 

TEL：023-643-6160 FAX：023-643-6163 

荒井 与志久（東北ブロック副会長） 

 

支援物資搬送ボランティア 

秀嶋 正孝（ベトナム育英会（佐賀市）代表・至徳寺住職・ベトナム料理コンビンザン経営） 

川原田 知章（ベトナム育英会・多久市青い鳥保育園副園長） 

 

本部 副本部 

千歳療護園                               

〒839-1213 

福岡県久留米市田主丸町益生田 256-1              

TEL：0943-73-1793                         

日野 博愛  

愛隣館 

〒861-0551 

熊本県山鹿市津留 2022 

TEL:0968-43-2771 

三浦 貴子 

 


